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1 ．は じ め に
　日本の大学における多くの体育授業でゴルフが
教材としてとり入れられている。その数は，延べ
580クラス以上であり，受講者の大半がゴルフ初
心者であることも特徴である（北ら，2016）。大
学体育におけるゴルフ授業は，いわゆる民間のゴ
ルフ場や練習場で行われているような個別レッス
ンではなく，集団指導として数十人を同時に対象
としている。カリキュラムに沿って，技術の教授
やグループ学習などを進めて行くため，遅刻や欠
席が多い学生においてはスイングの熟達に差が生
じることもある。
　大学体育で学生からの人気の高いスポーツとし
て，バスケットボールやサッカーといったチーム
スポーツが挙げられる。これらの種目の場合，個
人の技能に多少の差はあれ，ゲームの進行に支障
を来すことなく，誰もが楽しいプレーを経験しや
すい。だが，ゴルフの場合，学修機会を逸する
と，他学生よりも遅れをとりやすい一面もある。
また，全ての授業に真面目に取り組んでいた場合
でも，なかなか動きをマスターできず，ストレー
トボールが打てない学生も時折見られる。
　教養体育のシラバスにおける学習目標の多くに
は「生涯スポーツ」が掲げられていることから
も，体育を受講する最後の機会である大学におい
ては，運動やスポーツをすることは楽しい，とい
う意識を芽生えさせることが，その受講後や卒業
後においても重要である。こうした点からも，例
えば，クラブを振ってもボールが 1 球も真っすぐ
飛ばなかった，といった記憶のまま授業が終わる
とすれば「するスポーツ」の楽しさの意識も芽生
えにくいだろう。
　ところで，スコットランドのセントアンド
リュース・オールドコースに隣接する，英国ゴル
フ博物館（British Golf Museum）には，歴代の
全英オープン優勝者の紹介やゴルフ用具の歴史が
解説されている。館内には約130年以上前のゴル
フクラブが多数展示されているが，これらの中に
はセンターシャフトのものが多く見られる。当時
はテクノロジーやスイング技術が未発達であり，
センター寄りのシャフトの方がバランスが良く，
扱いやすかったのではないかと推測される（Fig. 
1）。これを裏付ける手がかりとして，中村（2018）
の記録によれば，英国ゴルフ博物館学芸員の話と
して，「1900年までは様々なクラブが使われてい
たが，センターシャフトのクラブは難易度が低い
ことから，パター以外のクラブでの使用は禁止に
された」としている。
　現在，一般的に入手可能なクラブにおいてセン
ターシャフトが含まれるものにパターがある。セ
ンターシャフトのパターの特徴として，シャフト
の延長線上にスイートスポットが来るため重心距
離ゼロになる点が挙げられる。例えば，L 字タイ
プのパターなど，センターシャフトの形状でない
クラブは，シャフトの線上からフェースの芯まで
ある程度重心距離があるが，市販されるセンター
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シャフトのパターには概ねこの重心距離がない。
そのため，手の延長線上にフェースの芯がくるイ
メージをとりやすく，初心者にはメリットが多い
とされる（ゴルフ総合研究所）。
　実際，アイアンやウッドなどのクラブを初心者
が使用した際，インパクトの瞬間にヘッドの遠心
力に添い手がついていけずスライスボールになり
やすい。この点を改善するためには，クラブヘッ
ドとシャフトの接続部分をヘッドの中心に近い位
置にずらした方が扱いやすいのではないかと考え
た。
　そこで今回，大学でゴルフ授業を履修してくる
ような初心者でもストレートボールを打ちやすい
クラブの開発を目指した。本研究では，シャフト
をヘッドの中心に近い位置にすることにより，イ
ンパクトの瞬間に添い手の力が分散することなく
ピンポイントに集中しやすいと考えた。つまり，
フェースのどのスポットにボールが当たっても，
フェースの角度が変わらず，狙った方向に打つこ
とが容易になるのではないか。
　本稿では，クラブ開発の経緯と学生からのヒア
リング結果をまとめ，初心者用クラブ開発の基礎
資料とすることを目的とした。本研究にはブリヂ
ストンスポーツ株式会社の全面協力を得た。
2 ．研 究 方 法
研究 1 ：クラブの試作
　シャフトの接続部分をヘッドの中心に近い位置
にずらしたクラブのプロトタイプを作成した。製
品化するにあたり，まずは3D プリンターで模型
を作成し，初心者の特徴をカバーできる形状かを
検討した。そして，試作製品を完成させた。
研究 2 ：試作クラブ評価のための調査・実験
＜実験 1 ＞
　東京都内の大学で教養体育として「ゴルフ」授
業を受講したゴルフ未経験の大学生15名（男子11
名，女子 4 名）に，試作したクラブ（ドライバー
とショートアイアン）でショットをさせた。通常
のクラブと今回試作したクラブの使用感の違いに
ついてヒアリングした。
＜実験 2 ＞
　同じく大学の教養体育として「ゴルフ」授業を
受講したゴルフ未経験の男子学生 3 名を対象に，
試作したクラブ（ドライバーとショートアイア
ン）を使用して10球ずつショットさせ，通常のク
ラブ使用時とのストレートボールの数の出現率を
比較した。
研究 3 ：クラブの改良
　初心者学生の使用感のコメントや，ショットの
成功率等のデータを踏まえてクラブを改良した。
3 ．結　　　果
研究 1 ：クラブの試作
　シャフトがセンター寄りに接続されたクラブの
イメージを表現するために，中古アイアンクラブ
を切断・溶接し，プロトタイプを作製した（Fig. 
2）。
　ブリヂストンスポーツのゴルフクラブ開発担当
Fig. 1　英国ゴルフ博物館に所蔵されているセンターシャフトクラブの一例（筆者撮影）
15北・中村：初心者向けゴルフクラブ開発の経緯
Fig. 2　中古アイアンクラブを切断・溶接して作製したプロトタイプ
Fig. 3　試作アイアン
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者とのミーティングを経て，Fig. 3のような形状
のアイアンクラブ，および Fig. 4のようなドライ
バークラブを作製した。
研究 2 ：試作クラブ評価のための調査・実験
＜実験 1 ：クラブの使用感について＞
　（ 1 ）アイアンクラブ使用感の調査
　東京都内の大学の教養体育として「ゴルフ」授
業を受講したゴルフ未経験の大学生15名（男子11
名，女子 4 名）に，試作したアイアンでショット
をさせ，これまで使用していた一般的なクラブと
の使用感の違いについてヒアリングしたところ，
「打球が速くなった気がする」，「音が鋭くなっ
た」，「打ちやすい」，「ボールが見やすい」という
コメントが各 2 件ずつ挙げられた。その他「ス
イートスポットが広く感じた」，「安定感がある」，
「フェース面が広く見える」などのコメントが
あった。しかしながら，反対に「打ちにくい」，
「アドレスの時にボールが見にくい」，「一般的な
クラブとあまり変わらない（難しい）」というコ
メントもあった。
　（ 2 ）ドライバー使用感の調査
　同様に試作ドライバーを使用させたところ，
「振りやすい」，「ボールが捕まる感じがした」，
「正確な軌道で打てている気がした」，「スイート
スポットが広い気がした」，「シャフトがヘッドの
真ん中にあるのでバランスが良い」などのコメン
トが得られた。ドライバーに関しては，ネガティ
ブな意見は無く，総じて「打ちやすい」という感
想が多く得られた。
＜実験 2 ：ショットの正確性の実験＞
　ネガティブコメントが無かったドライバーを利
用して，男子学生 3 名に10球ずつショットさせ
た。従来のクラブを使用してショットさせた時と
のストレートボールの数を比較した。ストレート
ボールの割合は Fig. 5に示した通り，subject A：
従来クラブ使用時は20％，試作クラブ使用時は
60％。subject B：従来クラブは50％，試作クラブ
は80％。subject C：従来クラブ使用時は10％，
試作クラブ使用時は50％であった。
研究 3 ：クラブの改良
　学生のコメントやショットの様子からクラブを
改良した。具体的には「ソールの幅を厚くした」
（Fig. 6・左），「フェース面をできるだけ広くし
た」（Fig. 6・中央），試作クラブはボールが見え
づらい印象を受けるため「ネックを曲げずに直接
ヘッドに接続」（Fig. 6・右）の対応を行い，ウッ
ドに近いアイアンクラブへの改良を試みた。ま
た，より初心者にも対応できるように，正しい握
りをするための「グリップトレーナーの装着」
（Fig. 7）もした。3D プリンターでヘッドの模型
を作製（Fig. 8・右）した上，改良製品（Fig. 9）
を作製した。
Fig. 4　試作ドライバー
17北・中村：初心者向けゴルフクラブ開発の経緯
Fig. 6　改良を加えたクラブ（ヘッド）
Fig. 7　改良を加えたクラブ（グリップ） Fig. 8　3D プリンターで作成したヘッドの模型（右）
Fig. 5．従来クラブと開発クラブ使用時のストレートボール出現率
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4 ．まとめと今後の課題
　数回の改良を経て試作したクラブを，初心者の
大学生に使用させたところ，スイングしやすく，
ボールも見やすくダフリなどのミスもカバーでき
る形状に仕上がった。実際に改良途中の試作製品
のテストにおいても，ストレートボールの確率に
上昇傾向が見られた。これらのゴルフクラブは実
際の公式試合の使用には適合していないが，大学
体育やゴルフを始めたばかりの初心者がラウンド
の楽しさを充分に味わうことができる。初心者の
タイプや様々なシチュエーションでゴルフプレー
を楽しむことの出来るクラブ開発を目指して，今
後も継続的に検証と改良がされることが必要であ
る。
※ 　本稿の概略は，World Scientific Congress of Golf 
Ⅶ（2016年 7 月19日，セントアンドリュース大学）
でポスター発表した。
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Fig. 9　改良を加えたクラブ（全体像）
Fig. 10　大学体育授業で初心者用クラブを使用する学生
